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インドネシア・ジャワ島中部ウンガラン火山熱水系の地球物理学的調査
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インドネシア・ジャワ島中部に存在する第四紀の火山であるウンガラン火山の山麓には、噴気地帯や温泉など、幾つ
かの活発な地表地熱兆候が存在する。この火山の地熱系については、詳細な調査が過去に行われていないため、我々は
2004年よりインドネシア・ガジャマダ大学と共同で各種の調査を実施している。

2004年には、ウンガラン火山の南側山腹に位置するGedongsongo噴気地域において、赤外熱映像を用いた放熱量調査、
自然電位測定を実施した。その結果から、ウンガラン火山深部から上昇する地熱流体の一部が側方流動により地表に達
して Gedongsongo噴気地域を形成しているという概念モデルを構築した。
また、2005年には同地域で再度赤外熱映像・自然電位測定を行うとともに、トリパタイト微小地震観測を行った。本

地域の地震観測は 2004年にガジャマダ大学によって実施されたが、3日間の観測期間中に地震と判定されるデータは観
測されなかった。しかし 2005年に我々が実施した微小地震観測では、わずか 5日間で 4度の群発地震を含む活発な地震
活動が観測された。観測された地震の S-P timeは 0.5秒以下のものがほとんどで、ウンガラン火山直下で発生した地震
であると推定された。


